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風声雪語 －野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

 第２６回を数えるホーム

カミンデ‐は９月９日

（土）１１時００分から開

催された。バーベキューラ

ンチは今年で６回目を迎え

た。 

 あいにく朝から小雨模様

で開催が危ぶまれたが、同

窓生や本学関係者１５０名

を超える方々にご出席いた

だき、ランチを楽しむこと

が出来た。 

 提供された食材は、本学

フィールド教育センター肉畜生産ステーショ

ン（元野幌）で肥育された(日本短角種)牛肉や

本学製造の牛乳・アイスクリーム、トンデン

ファーム（本学OB経営）のウインナー、野村

武顧問差入のとうもろこし、教職センター西

田教授から学生の育てたネットメロン等。 

 

 バーベキューランチは永田享酪農学園後援会常

務理事の進行で開会し、小山久一同窓会会長から

主催者挨拶、竹花一成大学学長からの歓迎のご挨

拶を頂戴したのち昼食に入った。 

 ブルーグラス研究所（本学学生5人構成）にも出

演いただき、野外バーベキューに合った軽快な演

奏（ｶﾝﾄﾘｰ＆ｳｪｽﾀﾝ）を聴かせていただいた。 

（裏面につづく） 

編集後記 4 
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２０１６年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １，５８５名 

 大   学 計   ２９，４１５名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   １９，７９６名 

 合 計 計   ６０，２８３名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

  ９２，０００名 

   総合計  

 １５２，５８６名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（１）(島根) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（１) 

酪農学園ホームカミングデー開催報告  



東北地区宮城県支部同窓会報告 

 ５年に一度の和牛の祭典「全国和牛能力共進会」が開催さ

れている中，宮城県仙台市ガーデンパレス仙台を会場に酪農

学園大学宮城県支部同窓会が開催されました。 

 当日は，ご多忙のところ同窓会顧問野村武様，酪農学園大

学教授堂地修様，酪農学園大学助手菅野美樹夫様，鹿児島県

畜産試験場長大田均様，削蹄師の寺山幸夫様の５名の来賓の

皆様にお越しいただきました。 

 また，共進会見学に来られた大学獣医学部の学生６名を含

め３９名にお集まりいただき開催できました。 

 遠藤支部長の挨拶に始まり，野村先生・堂地先生には大学

の入試情報や進路情報を説明していただきました。 

 会員の多くは，懐かしくそして時代に合わせて変化する大

学の教育について熱心に耳を傾けていました。また、参加者

各自が近況報告を行い，多くの情報交換ができました。 

 最後に，酪農参加を全員で歌い閉会となりました。２時間

半余りの時間でしたが，懐かしさと繋がりの大切さを感じる

同窓会となりました。（文責 支部事務局 千葉隆） 

  

九州地区鹿児島県支部総会  

 今年度の支部総会は、２０１７宮城全共で鹿児島県が初の

総合１位（団体賞）を授賞した翌日、また、鹿児島大学で行

われる日本獣医学会前日の９月１２日（火）に開催しまし

た。総会には加藤清雄同窓会副会長，谷山弘行理事長，竹花

一成学長、また学会出席の７名の先生方も御出席下さいまし

た。一方、支部会員は平日開催でしたが、初参加者も含め２

５名が集まりました。本年は役員改選の年でしたが、現役員

が引き続き運営にあたることになりました。 

 懇親会では、県支部会員が近況報告、また大学時代の思い

出を話し、楽しい時間をすごしました。最後は東洋生君（酪

農1982卒）伴奏の酪農讃歌を3番まで大きな声で歌い大いに

盛り上がりました。次回は、平成３０年度九州地区酪農学園

同窓会ｉｎ長崎です。また、お目にかかりましょう。 

               （文責 事務局 宮下浩秋） 

地区支部同窓会 紹介コーナー            
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風声雪語 －野幌だより－ 

 近畿地区兵庫県支部総会報告  

 ９月１０日（日）１０：３０から姫路市豊沢町にある「ホ

テル姫路プラザ」２階を会場にして、同窓会近畿地区兵庫県

支部の第４回総会並びに懇親会が約４０名の出席者により開

催された。 

 本学からは竹花一成学長、浦川が出席した。近畿地区から

近畿地区会長 山本浩光氏、京都府支部長 向井 裕氏、奈良県

支部長 梶山佳秀氏、滋賀県支部長 青木 清氏が出席した。 

 会は事務局長の河野雅晴氏の司会で進行し、副支部長の山

取洋彦氏の開会のことば、支部長の小河晴夫氏から来賓者が

紹介された。 

 

 総会では、中田暁氏を議長に選出し、平成２８年度事業報

告、会計報告、監査報告、平成２９年度事業計画が審議さ

れ、承認された。議長解任後、その他では本学入試アドバイ

ザーでもある河野雅晴氏が大学受験ガイドをもとに本年度の

入試概要を説明した。また伊南晋一氏から肉製品製造学研究

室ＯＢ会開催の住所整備への協力依頼が行われた。 

 

 総会後に講演と講話が行われた。講演では小河晴夫氏から

テーマ「身体障害者補助犬について」、獣医師の立場から身

体障害者補助犬について丁寧に説明していただいた。補助犬

には聴導犬、介助犬、盲導犬の３種類があり、欧米に比べ、

育成研修等の立ち遅れがめだっているとのことでした。聴導

犬とは訪問チャイムや火災報知機等の音を伝えることが主業

務、介助犬は物（お金やさまざまなもの）を拾って渡すこと

が主業務、盲導犬はご承知のとおり。日本での補助犬の動向

等について分かりやすく紹介していただいた。 

 竹花学長は約1時間弱の講話の中で、ドロンの映像やスラ

イドによる学園の現況について紹介ののち、酪農ジャーナル

の電子化、高校のサッカー場、ホームカミングデー、建学原

論のテキスト等も紹介していただいた。 

 集合写真撮影を挟んで、同会場で懇親会が開催された。小

河支部長の挨拶に引き続き、同窓会から組織状況、募金のお

礼等を含めて概要説明を行った。 近畿地区山本地区会長の発

声により祝会に入った。 

 

 懇親会の中では平井敏雄氏のスライドによる活動報告や参

加者全員の近況報告も行なわれ、２時間の懇親会もあっとい

う間に終了しました。柔道部ＯＢの出席が目立った。最後は

「酪農讃歌」を全員で合唱し、副支部長の伊南晋一氏のご発

声による一本締めで閉会となった。 

 

 

 



地区支部同窓会・単位同窓会紹介コーナー            
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第５巻 第１号（通号４９号） 

   北海道第一地区札幌支部ミニ講演会・総会報告  

  

 平成29年9月10

日(日)午後、札幌

市 厚 別 区 民 セ ン

ターにおいて札幌

支部ミニ講演会お

よび総会が開催さ

れました。総会に

先立って開催した

ミニ講演会は札幌

支部として初めて

の試みであり、各

界で活躍する同窓生に話題提供していただき、同窓会活動の活

性化を図るとともに、一般市民の皆様にも聴講していただける

形式としました（写真１）。 

 ミニ講演会は「都市近郊の酪農経営 ～小林牧場の取り組み

～」と題し、大学酪農学科26期卒業の小林紀彦さん（有限会社

小林牧場代表取締役社長）に講演いただきました。小林さんの

講演では、都市化による宅地造成とともにもみじ台から下野津

幌、隣接する西野幌地区へと移転しながら酪農経営を続けてき

た歴史を、貴重な写真をお見せいただきながらお話しいただき

ました。また、乳牛ふん尿の管理方法として、嫌気発酵施設で

あるバイオガスプラントを導入するとともに、発酵後の消化液

から分離した固形物をフリーストール牛舎の敷料に使用してい

るなど、最新の技術についてもお話しいただきました。 

 小林さんの講演に続き、大学酪農学科32期卒業の中山博敬さ

ん（国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所）によるバイ

オガスプラントの技術解説が行われました。中山さんからは、

バイオガスを用いた発電電力は再生可能エネルギーの一つであ

ること、発電時に発生する熱エネルギー利用の課題などについ

てお話しいただきました。 

 講演会には40名（同窓生28名、一般来場者12名）の来場者

があり、質疑応答では多くの質問が寄せられ、都市近郊で酪農

経営を継続されている小林牧場への関心の高さがうかがえまし

た。 

 引き続き開催された総会では、開会に際し来賓の榮忍様にお

祈りしていただきました。今年度の総会はこれまでとは異な

り、代議員以外の同窓生にも参加いただきました。下田支部長

の挨拶では「札幌支部総会は代議員制ではありますが、代議員

ではない同窓生の皆さんからも多くの意見を頂戴したい」との

説明がありました。議案はすべて承認され、いくつかの課題は

残されてはいますが、同窓会札幌支部の活性化に向けて事業を

進めていくことになりました。 

 総会終了後は新さっぽろアークシティホテルへ会場を移し、

懇親会が開催されました。酪農学園同窓会会長の小山久一様に

ご挨拶いただいた後、親睦を深めました。今後もミニ講演会の

ようなイベントを企画し、同窓生のつながりが広がるようにし

ていきたいです。 (文責 事務局長 ） 

 

 

   酪農学科第６期同期会報告 

 ８月２９日（火）午後６時からホテル札幌ガーデンパレスを

会場にして酪農学科第６期生同期会が参加者１８名により開催

された。幹事は小山内洵、富田啓衙、堀文雄の３名。大学から

太田一男名誉教授にご出席いただいた。 

 当日は早朝６時に携帯電話のＪアラートで起こされた、この

夕刻に同期会は開催された。 

 卒年次の誰もが７０歳の古希を越えたメンバー１７名が揃っ

た。前回開催から４年が経過し、その間恩師４名、同期１０数

名が先立ちその物故者に対し黙祷にて冥福をお祈りし会はス

タートした。 

 恩師太田先生のご挨拶と発声で懇親会が始まり、学園から頂

いた2018年用ガイドブック・佐藤貢先生・黒澤酉蔵建学の精

神・黒澤の遺訓書（仙北学園長著）・建学の心（ＤＶＤ）の紹

介と配布を行い、本日のメンバー中でブランド牧場を成功させ

た山中、塩野谷両君の成功秘話を聞きながら其々の人生労苦と

健康を湛え合った。 

 二次会・三次会と懇親は続き時が瞬く間に過ぎゆき談笑の輪

に華が咲き青春の想いに解けこむ深夜となった。 

次回開催の機運が高まり新幹事の引き受け者が登場して、後期

高齢を迎える４・５年後を目途に互いの健康維持を誓い合って

散会となった。 

 末尾になりましたが、同窓会の助成金に厚く御礼申し上げま

す。（文責：堀 文雄） 
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〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 

 

 

 あ と が き 

 

 短い北海道の夏もあっという間に終わり、あちこちで雪の予

報が流れる季節となりました。 

 今、構内は紅葉した木々が冬に備えての落ち葉の季節へと変

わりつつあります。 

 11月は左記のとおり、全国各地で毎週のように同窓会が開催

されます。農繁期を終え、一息つくこの時期が本学ＯＢには一

番集まりやすい時期と思います。 

 同窓会事業も後半に入り、少しずつ次年度の準備に入ってい

きます。 

 現在、同窓会では、47都道府県への同窓会設置を進めており

ます。唯一未設置の島根県支部は来年３月設立予定で準備を進

めております。今後とも皆様のご協力をいただければ幸いで

す。（U) 

    

 

今後の主なスケジュール（ＨＰ参照） 

 1１月 

  05日（日）  酪小獣地塩会総会研修会（名古屋） 

  12日（土）  関東甲信越高校合同同窓会（東京） 

  18日（土）  北海道第3（道南）地区会（八雲） 

  18日（土）  中国地区鳥取県支部総会（倉吉） 

  18日（土）  とわの森三愛高校合同同窓会（新札幌） 

  18日（土） 東北地区青森県支部総会（三沢） 

  25日（土）  九州地区宮崎県支部総会（宮崎） 

 

１２月 

  02日（土）  関東甲信越地区栃木県支部総会 

  03日（日）  酪小獣九州ブロック研修会（福岡） 
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 演奏を挟みながら、貴農同志会村山昭二会長からご挨拶を頂戴し

た。次に竹花学長から副学長である野英二氏、石島力氏、照井俊秀

氏が紹介され、それぞれスピーチを頂戴した。 

 その後、関東甲信越地区から参加の安藤武男東京都支部事務局

長、田中可子副支部長が紹介され、スピーチを頂戴した。また学園

を代表してのスピーチを近雅宣常務理事から頂戴した。 

 

 和やかなランチの最後は仙北富志和学園長から「また来年お会い

しましょう」との閉会ご挨拶をいただき、お開きとなった。 

 このバーベキューランチには関東甲信越地区や貴農同志会や獣医

学科２３期・２４期同期生や周年同期会参加の方々にもご参加いた

だいた。 

 天候にも恵まれ、おいしい食材をご用意いただいた大学生協の

方々やお手伝いいただいた短大、大学の同窓生、後援会、貴農同志

会、教職員各位に厚くお礼申しあげます。 

 

記念礼拝・記念講演会 

 １３時３０分から会場を黒澤記念講堂に移して、ホームカミング

デーの記念礼拝（物故者追悼）、記念講演が開催され、約80名の出

席者が参加した。 

 記念礼拝の司式は榮忍高校長によって行われ、讃美歌合唱のあ

と、聖書の朗読、今年度の物故者追悼が行われた。司会の加藤清雄

校友会事務局長昨年度ご逝去された学生や旧教職員のご芳名を一人

一人読み上げた。奨励では、榮校長から「支え合う関わりへの招

き」とのテーマで説教して頂いた。礼拝の最後に全員での酪農讃歌

を合唱し式を閉じた。 

 

 記念講演会は、加藤事務局長の司会で進行し、谷山弘行理事長よ

り学園を取り巻く状況報告と講師への謝意の挨拶が述べられた。 

 今年は日本獣医師会顧問 北村直人氏（前獣医学科同窓会長）を講

師としてお迎えした。、「大切なのは記録と検証」をテーマに、

ユーモアを交えながら、獣医療と動物福祉について、あるいは時の

話題もふれながらの講演で聴衆を魅了した。（講演内容の詳細は後

日、ＨＰ上で動画配信の予定）。今回は昼食後や講演会終了後に屋

上見学等も企画された。また今年からの新企画として大学周年同期

会（卒後10、20、30、40、50周年）も夕方から新札幌のアークシ

ティホテルで開催された。  

同窓生受賞情報 

・酪農学科第３８期（2000年度卒）、酪農学専攻修士

（2003年度修了）の循環農学類の西寒水将助教（家畜

生産改良学研究室）が、９月19日（火）に京都大学で

開催された第24回日本胚移植研究会大会において、枡

田賞を受賞しました。  
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